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平成２４年３月１０日

発　　行

3月 10 日現在の会員数　１, ０３３名

おしらせ

　

平
成
二
十
四
年
一
月
十
九
日(

木)

午
後
五
時

三
十
分
よ
り
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、
商

工
会
会
員
を
は
じ
め
、
地
元
の
国
会
議
員
・
県
会
議

員
・
市
会
議
員
・
行
政
関
係
者
な
ど
、
二
百
二
十
三

名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
開
催

に
あ
た
り
江
川
寛
会
長

は
、
設
立
当
時
の
経
緯

を
報
告
。
昭
和
三
十
六

年
三
月
十
四
日
「
商
工

会
の
組
織
等
に
関
す
る

法
律
」
の
公
布
に
伴
い
、

商
工
会
発
起
人
有
志
（
総

代
中
野
大
氏
）
に
よ
り
、

旧
高
陽
町
役
場
に
事
務

局
を
設
置
し
、
同
年
五

月
二
十
九
日
広
島
県
知

事
の
設
立
許
可
を
得
て
、

六
月
十
六
日
設
立
登
記

を
完
了
「
高
陽
町
商
工

会
」
が
設
立
、
初
代
会

長
に
中
野
大
氏
就
任
、
二
百
四
十
三
名
で
発
足

し
、
第
二
代
会
長
黒
川
偉
策
氏
、
昭
和
六
十
年

第
三
代
会
長
増
井
克
志
氏
、
平
成
十
二
年
第

四
代
現
会
長
就
任
、
そ
の
間
に
昭
和
四
十
一

年
女
性
部
（
婦
人
部
）、
四
十
五
年
青
年
部
設

立
、
平
成
二
十
一
年
四
月
高
陽
町
商
工
会
と
白

木
町
商
工
会
合
併
。
現
在
、
会
員
数
千
名
を
超

え
る
組
織
形
態
と
な
っ
た
。
又
、
昭
和
五
十
四

年
十
一
月
第
一
回
高
陽
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
、
五
十
五
年

高
陽
ま
つ
り
、
五
十
七
年
さ
く
ら
事
業
、
五
十
九
年
町

内
電
話
帳
作
成
、
平
成
三
年
高
陽
町
商
工
会
会
館
竣

工
、
平
成
二
十
三
年
商
工
貯
蓄
共
済
加
入
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
、
日
本
一
位
特
別
表
彰
受
賞
等
、
現
在
に
至

る
多
く
の
地
域
貢
献
活
動
、
業
務
成
績
の
実
績
を
報
告

総
務
委
員
会
報
告　

 
 

 
 

 
 

 

　
　
総
務
委
員
会
委
員
長　

大
前 

清
治

事
務
局
報
告　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
事
務
局
長　

堂
脇 

成
人

「
高
陽
町
商
工
会 

会
員
章
」
店
頭
掲

示
の
お
願
い

　

本
年
度
、
高
陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周

年
記
念
の
一
環
と
し
て
作
成
し
会
員
の
皆

様
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
、
会
員
章
を

店
頭
に
掲
示
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

現
在
一
、〇
〇
〇
名
を
越
え
る
会
員
の
方
々

が
お
ら
れ
ま
す
。
一
口
に
一
、〇
〇
〇
名
と

云
い
ま
し
て
も
、
お
互
い
知
ら
な
い
方
も

お
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
で
あ
り
共
に

誇
り
を
持
っ
て
事
業
を
進
め
る
為
に
も
店

頭
に
掲
示
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
Ｂ
Ｕ
Ｙ

こ
う
よ
う
・
し
ら
き
運
動
の
原
動
力
と
し

て
、
先
ず
会
員
同
士
相
互
利
用
の
推
進
の

目
印
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員
章
掲
示
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

記
事　

事
務
局
長　

堂
脇　

成
人

東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金
の
結
果
報
告

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
津
波
等
に
て
東
日
本
地
域
で
未

曾
有
の
大
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
地
域
同
業
者
支
援
の
為
、
会
員
の
皆
様
に
義
援
金

の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
義
援
金
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。別

記
一
覧
表
の
通
り
結
果
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。尚
、昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、東
京
・

渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
五
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会
」
に
お
い
て
被
災

地
の
千
葉
岩
手
県
連
会
長
・
天
野
宮
城
県
連
会
長
・
田
子
福
島
県
連
会
長
・
田
中
福
島
県
双

葉
町
商
工
会
長

よ
り
全
国
各
地

商
工
会
か
ら
心

温
ま
る
義
援
金

を
頂
き
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
に

よ
り
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様

に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早

い
復
旧
復
興
を

改
め
ま
し
て
祈

念
い
た
し
ま
す
。

記
事　

事
務
局
長

堂
脇　

成
人

　

新入会員紹介　（入会期間　２３年１１月２３日～２４年２月２４日）
事業所名 代表者 業　　　　種

口田南治療院 湯浅　洋一 あん摩マッサージ指圧師・
はり師・きゅう師

特別養護老人ホーム　高陽荘 碓井　博 特別養護老人ホーム
チドリクラブ 大上免　浩介 他に分類されないその他の飲食店
大成石油㈱深川給油所 玉木　昌士 ガソリンスタンド
広島高陽学園 出口　恭子 幼稚園
森岡　伸治 介護タクシー
フラ・スタジオ・カ・パー・フラ・オ・
カハラオマープアナ 吉山　由希子 スポーツ・健康教授業

高陽ニュータウン法律相談所 定者　吉人 法律事務所
㈲友里 武永　友和 金属製サッシ・ドア製造業
三宅　史男 その他の不動産賃貸業
三宅　浩子 その他の不動産賃貸業
佐々木　哲夫 その他の不動産賃貸業
長尾　孝也 その他の不動産賃貸業
ほぐし屋ひでさん 細沖　秀文 その他の療術業

さ
れ
、
現
在
商
工
会
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
話
さ
れ

た
。
表
彰
式
で
は
、
入
会
五
十
年
表
彰
を
始
め
十
年
間

隔
で
、
四
十
年
・
三
十
年
・
二
十
年
・
十
年
以
上
ご
と

に
代
表
者
授
与
、
代
表
謝
辞
は
増
井
克
志
氏
、
緊
張
と

歴
史
を
感
じ
る
表
彰
式
を
実
施
。
そ
の
後
、
広
島
県
知

事
湯
崎
英
彦
様
の
祝
辞
を
始
め
多
く
の
、
来
賓
の

祝
辞
・
祝
電
を
賜
り
、
閉
会
の
辞
を
木
戸
副
会
長

挨
拶
に
て
無
事
終
え
た
。
引
き
続
き
記
念
祝
賀
懇

親
会
で
は
、
大
下
副
会
長
の
乾
杯
発
声
と
同
時
に
、

山
陽
太
鼓
「
禅
」、
山
陽
高
等
学
校
和
太
鼓
部
に
よ

る
威
勢
の
良
い
、
太
鼓
の
音
に
体
を
震
わ
せ
、
見

事
な
拔ば
ち

さ
ば
き
に
見
と
れ
、
白
木
地
区
「
弦
心
会
」

津
軽
三
味
線
演
奏
と
続
き
、
そ
の
間
、
高
陽
町
商

工
会
歴
史
写
真
（
木
戸
副
会

長
作
成
）
を
上
映
、
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
大
瀬
戸
美
穂
「
ｏ

ｈ
！
ｓ
ｅ
ｔ
合
唱
団
」
コ
ン

サ
ー
ト
で
最
後
は
参
加
者
全

員
で
（
上
を
向
い
て
歩
こ

う
）（
三
六
五
歩
の
マ
ー
チ
）

二
曲
を
唄
い
、
懇
親
を
温
め

合
い
、
中
締
め
を
青
年
部
の

万
歳
三
唱
で
締
め
、
設
立
記

念
祝
賀
懇
親
会
を
終
え
ま
し

た
。
開
催
に
当
た
り
理
事
、

女
性
部
（
受
付
）、
青
年
部
、

職
員
、
の
連
携
の
良
さ
を
加

え
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

記
事　

総
務
委
員
長　

大
前　

清
治

東日本大震災に係る義援金　(同業者支援分 )　状況報告
高陽町商工会　実績報告　( 同業者支援分 )　　　　　
　　　全て広島県商工会連合会に送金済 平成 24 年 1 月 23 日現在

項     　　　    目 高陽町目標金額 実 績 金 額 達 成 率
１：商工会　　　( 会員数規模に応じて ) 200,000 円 200,000 円
２：商工会会員　(1,000 円以上 /1 会員 ) 1,007,000 円 648,917 円
３：商工会職員　(3,000 円以上 /1 名 ) 21,000 円 21,000 円
４：商工会役員　(5,000 円以上 /1 名 ) 135,000 円 135,000 円
５：商工会長　    (10,000 円以上 /1 名 ) 10,000 円 10,000 円
６：その他　　産直市売上金の一部を義援金に － 50,000 円 －
　　　　　　　　青年部OB会開催時OB会より － 30,000 円 －
　　　　　　　　高陽まつり委員会より － 300,000 円 －

合　　　計 1,373,000 円 1,394,917 円 101.60%

※広島県連より広島県３４商工会分合計 (平成24年 2月 20日現在 )　36,618,238円全国連へ送金済
※全国連より被災地県連 ( 岩手･宮城・福島・茨城・千葉 ) へ ( 平成 24 年 3 月 7 日現在 )　869,000,000 送金済

参考　　高陽町商工会　別途上記以外実績報告
　女性部　義援金実績　( 同業者支援分 )

合　　　計 県連へ 32,000 円

　青年部及び商工会　義援金実績　( 一般支援分 )　
項　　　　　目 実　績　金　額

１：青年部及び地元中学生にて街頭募金活動 中国新聞社へ 495,670 円
２：商工会チャリティーコンサート募金活動 中国新聞社へ 123,468 円

合　　　計 619,138 円

五
十
周
年
記
念
表
彰
状
お
届
け
ご
案
内

商
工
会
入
会
十
年
以
上
の
会
員
に
表
彰
状
を
作
成
し
ま
し
た
�

各
地
区
総
代
・
役
員
・
職
員
に
て
対
象
会
員
に
順
次
お
届
け
い
た
し
ま
す
�

尚
�
来
年
度
以
降
も
入
会
十
年
毎
節
目
の
会
員
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
�

五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
写
真
斡
旋
ご
案
内

商
工
会
に
て
三
○
八
枚
の
見
本
写
真
を
準
備
し
て
い
ま
す
�

◆
申
込
み
期
間　

四
月
十
日(

火)

ま
で

◆
お
渡
し
期
間　

四
月
二
十
日(

金)

か
ら　

◆
お
渡
し
価
格　

一
枚 

五
十
円

おしらせおしらせ

五
十
周
年
記
念
特
集
号
を

　
　
　

別
冊
に
て
ご
覧
下
さ
い
!!

五
十
周
年
記
念
特
集
号
を

　
　
　

別
冊
に
て
ご
覧
下
さ
い
!!
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し
て
い
る
が
、
今
後
の
大
口

受
注
に
期
待
が
大
き
い
。
従

業
員
数
は
、
一
〇
〇
名
を
超

え
採
用
に
当
た
っ
て
は
、
地

元
の
雇
用
を
最
優
先
と
し
て

採
用
す
る
な
ど
、
地
元
に
貢

献
す
べ
く
地
域
雇
用
に
も
力

を
入
れ
る
経
営
方
針
。

見
学
し
た
参
加
者
か
ら

は
、
こ
う
し
た
三
幸
産
業
の

経
営
ぶ
り
に
関
心
し
き
り
、

「
自
分
の
会
社
の
今
後
の
参
考
に
な
る
」
と
有
意
義
な
企
業

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。記

事　

工
業
部
部
長　

山
本　

靖
則　

青
年
部
報
告　
　
青
年
部
部
長　

滝
口 

恒
明

木
の
宗
山
「
憩
い
の
森
」
桜
苗
木
植
樹　
　
　
　
　

一
月
二
十
九
日
（
日
）
と
二
月
一
日
（
水
）
の
二
日
間
、

木
ノ
宗
山
憩
の
森
周
辺
の
林
地
一
帯
を
町
内
会
の
方
達
や
小

学
校
の
先
生
方
と
整
備
し
桜
の
苗
木
の
植
樹
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
朝
九
時
〜
十
一
時
ま
で
急
な
斜
面
を
ス
コ
ッ

プ
で
穴
を
掘
っ
た
り
枝
や
雑
草
を
刈
っ
た
り
し
ま
し
た
。
穴

は
三
十
セ
ン
チ
位
の
を
百
個
を
目
安
に
掘
り
、
小
学
生
と
の

植
樹
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

一
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
カ
ッ
パ
を
着
て
百
本
の
桜
苗

の
植
樹
を
し
ま
し
た
が
、
雨
の
た
め
小
学
生
が
参
加
で
き
な

か
っ
た
の
が
本
当
に
残
念
で
し
た
。

過
去
，
青
年
部
の
先
輩
が
高
陽
町
に
植
樹
し
た
千
本
の
桜
と

共
に
憩
の
森
が
、
桜
の
名
所
と
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　

　
　

記
事　

青
年
部
体
育
委
員
長　

矢
舗　

遊
也

　

女
性
部
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
部
の
二
回
目
と
な
る

地
元
定
住
支
援
事
業
と
し
て

地
域
活
性
化
を
目
的
に
位
置

付
け
て
い
る
「
婚
活
パ
ー
テ

ィ
ー
」
を
実
施
。
出
逢
の
機

会
を
設
け
て
カ
ッ
プ
ル
に
な

っ
て
も
ら
お
う
ー
と
、
去
る

十
二
月
三
日
に
高
陽
町
商
工

会
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
男
女
合
わ
せ

て
三
〇
名
が
参
加
。
二
十
代

か
ら
四
十
代
の
方
で
、
西
区

や
東
広
島
市
か
ら
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。
め
で
た
く
四
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
。
是
非

結
婚
ま
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
て

ほ
し
い
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
女
性
陣
が
待
つ
会
場
に
男
性
陣
が
一
人
一
人
自

己
紹
介
し
な
が
ら
入
場
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
て
自
己
紹
介
を
兼

ね
た
ト
ー
キ
ン
グ
か
ら
開
始
。
気
に
入
っ
た
人
が
い
れ
ば
、

メ
モ
を
と
る
人
や
、
お
目
当
て
の
人
と
お
互
い
に
談
笑
。
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
る
意
味
か
ら
今
回
初
の
試
み
と
し
て
「
ダ

ー
ツ
ゲ
ー
ム
」
を
実
施
。
二
人
一
組
と
な
っ
て
ダ
ー
ツ
に
興

じ
て
も
ら
い
よ
り
一
層
、
懇
親
や
出
逢
い
の
き
っ
か
け
を
深

め
て
も
ら
お
う
ー
と
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
会
場
内
で
は
笑
い

声
も
飛
び
交
い
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食

を
交
え
、
楽
し
く
ト
ー
キ
ン
グ
を
し
た
後
に
、
各
自
希
望
者

を
書
い
て
も
ら
い
、
集
計
し
た
結
果
、
め
で
た
く
四
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
成
立
。
こ
れ
か
ら
は
、
二
人
で
ド
ラ
マ
を
作
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
、
成
就
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
と
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る

よ
う
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
内
容
も
充
実
し
た

も
の
に
す
べ
く
、
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。

　
　

記
事　

女
性
部
副
部
長　

平
田　

ミ
チ
エ

す
。
お
話
を
伺
い
、
実
践
事
例

を
拝
見
す
る
に
つ
け
、
事
業
者

と
競
合
し
な
い
取
り
組
み
へ
の

工
夫
が
い
か
に
大
切
か
、
大
い

に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第

で
す
。

今
回
視
察
で
、
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は　

E
M
（
有
用

微
生
物
）
発
酵
液
の
製
造
販
売
に
つ
い
て
の
視
察
で
、
環
境

浄
化
型
の
生
活
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
事
業
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
、
わ
が
商
工
会
に
お
い
て
も
参
考
に
し
活
か
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。　

記
事　

ま
ち
づ
く
り
新
事
業
策
定
委
員
会　

水
口　

弘
士

女
性
部
報
告 　
女
性
部
部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

　

中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰
を
受
賞　
　

去
る
一
月
十
八
日
広

島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

て
、
県
女
連
45
周
年
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
式
典
に
て
高
陽
町

商
工
会
女
性
部
は
平
素

の
事
業
活
動
が
顕
著
で

あ
り
、
商
工
会
の
事
業

運
営
に
協
力
す
る
な
ど
、

他
の
女
性
部
の
模
範
と

な
る
と
し
て
、
中
国
経
済
産
業
局
長
か
ら
こ
の
四
十
五
周
年

記
念
大
会
に
あ
た
り
、表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
受
賞
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
活
発
と
な
る
様
、

部
員
の
皆
様
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

記
事　

女
性
部
副
部
長　

原
田　

美
佐
子

工
業
部
報
告 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
業
部
部
長　

山
本　

靖
則

　

先
進
地
視
察
旅
行

今
年
の
工
業
部
会
の
研
修
旅
行
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
研
修
」

の
視
察
を
目
的
に
、
二
月
五
日
・
六
日
の
両
日
、
岡
山
県
真

庭
市
を
訪
問
。

古
く
か
ら
木
材
産
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
林
業
や
木
材
に

つ
い
て
研
修
し
、
そ
の
木
材
か
ら
出
る
皮
や
間
伐
材
な
ど
を

利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
現
在
の
技
術
や
活
用
方
法
の

現
場
を
見
学
し
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
二
十
名
は
、
一
路
岡
山
の
倉
敷
市
へ
。
先

ず
訪
れ
た
の
は
今
倉
敷
に
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
の
「
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
」。
こ
こ
は
、

昨
年
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
と
あ
っ
て
、
当
日
の

お
客
数
も
多
く
約
百
五
十
店
舗
の
有
名
メ
ー
カ
ー
の
看
板
が

軒
を
並
べ
老
若
男
女
が
一
日
居
て
も
楽
し
い
パ
ー
ク
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
倉
敷
駅
と
直
結
し
て
い
る
ア

ク
セ
ス
と
隣
接
す
る
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な
ど
、
買
い
回
り

の
楽
し
さ
が
集
結
さ
れ

て
い
る
商
業
施
設
で
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
倉

敷
駅
の
南
に
位
置
す
る

美
観
地
区
を
見
学
し
て

お
泊
り
の
湯
原
温
泉
へ

車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
研
修
。
真
庭
市
全

体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
の
地
区
は
先

進
地
と
し
て
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る
地

区
。
先
の
東
北
震
災
に

よ
る
原
発
事
故
に
伴
い

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

見
直
し
に
よ
り
こ
う
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
見
直
し
が
一
段
と

加
速
し
て
い
る
現
在
、大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

先
ず
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
原
点
で
も
あ
る
木
材
現
場
の

見
学
か
ら
始
ま
り
、
木
材
原
木
市
場
や
製
造
場
な
ど
関
連
の

施
設
を
め
ぐ
り
、
最
後
は
真
庭
市
役
所
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
現
場
に
て
説
明
を
う
け
ま
し
た
。
木
材

チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
に
て
燃
料
を

貯
留
し
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
空
調
に
移
し
て
い
く
行
程
も

見
て
取
れ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
貢
献
し
て
い
る
様

が
、
理
解
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
こ
う
し
た
研
修
は
、
わ

が
高
陽
町
に
て
い
か
に
生
か
し
て
い
く
か
大
き
な
問
題
で
あ

っ
て
も
、
個
々
の
意
識
の
持
ち
方
が
先
ず
一
歩
で
あ
る
と
思

え
る
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

記
事　

工
業
部
部
長　

山
本　

靖
則　

第
二
回
企
業
訪
問　
　
　
　
　
　
　

㈱
三
幸
産
業

工
業
部
会
で
は
、
去
る
一
月
十
三
日
企
業
見
学
を
開
催
。

今
回
は
、
安
佐
北
区
上
深
川
町
一
二
二
の
三
「
株
式
会
社　

三
幸
産
業
」
を
訪
問
。
祗
園
か
ら
移
転
し
て
き
て
一
年
。
新

社
屋
に
て
、
だ
し
や
ふ
り
か
け
な
ど
、
徹
底
し
た
衛
生
面
の

な
か
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
商
品
づ
く
り
の
熱
意
が
、
伝
わ

っ
て
く
る
企
業
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
工
業
部
会
の
関
係
者
一
三
名
が
参
加
。
見
学

で
は
、
白
衣
や
帽
子
な
ど
衛
生
面
の
管
理
の
徹
底
さ
か
ら
白

衣
に
着
替
え
て
行
程
見
学
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
各
製
造

室
で
は
、
徹
底
さ
れ
た
殺
菌
作
業
や
清
掃
面
に
も
時
間
を
か

け
、
衛
生
管
理
面
に
は
口
に
入
る
も
の
の
商
品
だ
け
に
厳
し

さ
が
感
じ
取
ら
れ
ま
し
た
。
商
品
は
、
厳
選
さ
れ
た
国
内
・

地
元
県
産
の
素
材
を
主
原
料
に
味
を
加
え
、
旨
み
と
香
り
を

引
き
出
す
よ
う
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
だ

し
や
ふ
り
か
け
、
だ
し
の
素
・
お
茶
漬
け
・
ス
ー
プ
な
ど
数

多
く
の
商
品
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
量
生

産
で
は
な
く
、
個
別
の
受
注
に
対
応
す
る
個
別
生
産
に
対
応

家
族
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

三
月
四
日
青
年
部
家
族
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
昨
年

末
倉
敷
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
「
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー

ク
」
と
倉
敷
美
観
地
区
に
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

倉
敷
駅
中
心
に
北
に
大
型
商

業
施
設
、
南
に
観
光
名
所
と
、
魅

力
的
な
町
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

買
物
に
観
光
に
そ
れ
ぞ
れ
楽
し

ん
で
お
ら
れ
た
様
子
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、
部
員
同
士

の
懇
親
、
ま
た
な
か
な
か
出
来
な
い
家
族
サ
ー
ビ
ス
が
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
有
意
義
な
行
事
を
計

画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事　

青
年
部
副
部
長　

葉
畑　

伸
一

　

ま
ち
づ
く
り
新
事
業
策
定
委
員
会
報
告

 　
委
員
長　

沖
田　

龍
一　

宮
原
ま
ち
づ
く
り
㈱
視
察

昨
年
十
二
月
五
日
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
に
て
熊
本

県
氷
川
町
の
宮
原
ま
ち
づ

く
り
株
式
会
社
を
視
察
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
行
政
や

住
民
、
地
元
商
工
業
者
等

の
出
資
の
も
と
、
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
活
動
を
企

画
運
営
す
る
も
の
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
先
進
事
例
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま


